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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａ
ｃｅ）のＴＭＤＳ（Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｍｉｎｉｍｉｚｅｄ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉ
ａｌ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）を用いて、静止画像データを外部装置に送信する送信手段と
、
　前記外部装置からコマンドを受信する受信手段と、
　前記送信手段によって前記外部装置に静止画像データが送信された後、前記送信手段に
よる静止画像データの送信を停止させる制御手段とを有し、
　前記送信手段による静止画像データの送信が停止されている間であっても、前記受信手
段は、前記外部装置からコマンドを受信することができることを特徴とするデータ処理装
置。
【請求項２】
　前記送信手段による静止画像データの送信が停止されている場合、前記制御手段は、第
１のコマンドが前記外部装置から受信されてから前記外部装置に静止画像データの送信を
行うように前記送信手段を制御し、
　前記送信手段による静止画像データの送信が停止されている場合で、かつ、前記第１の
コマンドが前記外部装置から受信されていない場合、前記送信手段による静止画像データ
の送信は行われず、
　前記第１のコマンドは、静止画像データを前記データ処理装置に要求するためのコマン
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ドを含むことを特徴とする請求項１に記載のデータ処理装置。
【請求項３】
　前記送信手段による静止画像データの送信が停止されていない場合、前記制御手段は、
第２のコマンドが前記外部装置から受信されてから前記送信手段による静止画像データの
送信を停止させ、
　前記送信手段による静止画像データの送信が停止されていない場合で、かつ、前記第２
のコマンドが前記外部装置から受信されていない場合、前記送信手段によって前記外部装
置に静止画像データが送信され、
　前記第２のコマンドは、前記データ処理装置から送信された静止画像データを前記外部
装置が受信したことを示すコマンドを含むことを特徴とする請求項１または２に記載のデ
ータ処理装置。
【請求項４】
　前記外部装置に静止画像データが所定の枚数送信された場合、前記制御手段は、前記送
信手段による静止画像データの送信を停止させることを特徴とする請求項１から３のいず
れか１項に記載のデータ処理装置。
【請求項５】
　前記所定の枚数は、前記外部装置のメモリの記憶容量に応じて設定されることを特徴と
する請求項４に記載のデータ処理装置。
【請求項６】
　前記外部装置に静止画像データが所定の枚数送信されていない場合、前記制御手段は、
前記送信手段による静止画像データの送信を停止させないようにすることを特徴とする請
求項１から５のいずれか１項に記載のデータ処理装置。
【請求項７】
　前記所定の枚数は、前記外部装置のメモリの記憶容量に応じて設定されることを特徴と
する請求項６に記載のデータ処理装置。
【請求項８】
　前記受信手段は、ＣＥＣ（Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ）を用いて、前記外部装置からコマンドを受信することを特徴とする請求項１から７の
いずれか１項に記載のデータ処理装置。
【請求項９】
　前記受信手段は、ＤＤＣ（Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を用いて、前
記外部装置からコマンドを受信することを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記
載のデータ処理装置。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか１項に記載のデータ処理装置としてコンピュータを機能させ
るためのコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ処理装置及びコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、デジタルカメラ等の画像出力装置と、コンピュータとを、ＵＳＢ（Universa
l Serial Bus）等のディジタルインターフェースを介して相互に接続してスライドショー
を行う方法が知られている（特許文献１を参照）。
　近年では、テレビ等の画像表示システムにおけるディジタルインターフェースとして、
ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）が採用されるようになってきた。そ
こで、デジタルカメラ等のデジタル画像出力装置から、撮影された画像を、ＨＤＭＩを用
いて画像表示装置（例えばテレビ）に出力して表示することが望まれている。
【０００３】
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【特許文献１】特開２００５－３５４４８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ＨＤＭＩは画像を動画像として扱う。したがって、デジタル画像出力装
置は、垂直同期信号に同期して、毎フレーム、画像を画像表示装置に送信し続ける必要が
ある。よって、デジタル画像出力装置から画像表示装置に静止画像を出力する場合におい
ても、画像表示を行っている間、常に画像を出力している状態になる。このため、デジタ
ル画像出力装置における消費電力が大きくなってしまうという問題点があった。
【０００５】
　本発明は、静止画像データを出力する装置の消費電力を低減させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係るデータ処理装置は、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）のＴＭＤＳ（Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｍｉｎｉｍ
ｉｚｅｄ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）を用いて、静止画像データ
を外部装置に送信する送信手段と、前記外部装置からコマンドを受信する受信手段と、前
記送信手段によって前記外部装置に静止画像データが送信された後、前記送信手段による
静止画像データの送信を停止させる制御手段とを有し、前記送信手段による静止画像デー
タの送信が停止されている間であっても、前記受信手段は、前記外部装置からコマンドを
受信することができることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、静止画像データを出力する装置の消費電力を低減させることができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
（第１の実施形態）
　次に、図面を参照しながら、本発明の第１の実施形態について説明する。
　図１は、画像表示システムの構成の一例を示す図である。
　図１において、データ処理装置の一例であるデジタルビデオカメラ１と、画像表示装置
の一例であるデジタルテレビ２とが、ＨＤＭＩに従って動画像フォーマットに静止画像デ
ータを格納して伝送するケーブル６を介して相互に接続されている。尚、以下では、ＨＤ
ＭＩに従って動画像フォーマットに静止画像データを格納して伝送するケーブル６をＨＤ
ＭＩケーブル６と称する。
【００１２】
　ＨＤＭＩケーブル６は、ＣＥＣ（Consumer Electronics Control）部３を備える。また
、ＨＤＭＩケーブル６は、ＤＤＣ（Display Data Channel）部４を備える。更に、ＨＤＭ
Ｉケーブル６は、ＴＭＤＳ（ HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/Transition+Mi
nimized+Differential+Signaling" ¥o "Transition Minimized Differential Signaling"
 Transition Minimized Differential Signaling）部５を備える。ＣＥＣ部３とＤＤＣ部
４は、デジタルビデオカメラ１とデジタルテレビ２との間で、制御コマンドの送受信を行
う際に使用される。ＴＭＤＳ部５は、デジタルビデオカメラ１からデジタルテレビ２に、
画像データを送信する際に使用される。
【００１３】
　デジタルビデオカメラ１は、ＣＰＵ２０、フレームメモリ２１、ＨＤＭＩ出力処理部２
２、ＨＤＭＩコマンド処理部２３、メモリカード２４、撮像処理部２５、操作部２６、Ｒ
ＯＭ２７、及びＲＡＭ２８を有している。
　ＣＰＵ２０は、例えば、ＲＯＭ２７に記憶されているプログラムを、ＲＡＭ２８をワー
クエリアとして用いる等して実行することにより、デジタルビデオカメラ１のシステムを
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統括制御する。
　操作部２６は、デジタルビデオカメラ１に対して指示入力を行うために、ユーザが操作
するためのものである。
【００１４】
　撮像処理部２５は、動画像及び静止画像を撮像する撮像素子と、撮像素子により撮像さ
れたアナログの画像信号をデジタルの画像信号に変換するＡ／Ｄ変換器と、Ａ／Ｄ変換器
で得られたデジタルの画像信号に対して信号処理を行う画像処理回路とを有している。画
像処理回路は、例えば、Ａ／Ｄ変換器で得られたデジタルの画像信号に対して、ガンマ補
正やホワイトバランス補正等を行って、デジタルテレビ２に表示可能な画像データを生成
する。画像処理回路は、生成した画像データを、操作部２６の操作等に基づいて、フレー
ムメモリ２１又はメモリカード２４に記憶する。尚、画像処理回路が行う信号処理は、前
述したものに限定されない。画像処理回路は、例えば、圧縮処理を行ってから画像データ
をフレームメモリ２１又はメモリカード２４に記憶するようにしてもよい。
【００１５】
　ＨＤＭＩコマンド処理部２３は、制御コマンドの送受信を、デジタルテレビ２と行う。
制御コマンドのプロトコルは、ＨＤＭＩのＣＥＣ又はＤＤＣで実装されている。制御コマ
ンドには、例えば、静止画像データの転送要求、静止画像データの転送応答、フレームメ
モリ１１、２１のサイズ、及びスライドショーを行う画像の開始位置等の情報が含まれる
。更に、制御コマンドには、ＤＰＯＦ（Digital Print Order Format）やＥｘｉｆ（Exch
angeable Image File Format）の更新等の情報が含まれる。
【００１６】
　ＨＤＭＩ出力処理部２２は、ＣＰＵ２０からの指示に基づいて、デジタルテレビ２に静
止画像データを、デジタルテレビ２に転送する。本実施形態では、ＨＤＭＩ出力処理部２
２は、スライドショーを行うための静止画像データをデジタルテレビ２に転送する。ＨＤ
ＭＩコマンド処理部２３が、静止画像データの転送要求を示す画像転送要求コマンドを制
御コマンドとして受け取ると、ＣＰＵ２０は、スライドショーを行うための静止画像デー
タを、フレームメモリ２１又はメモリカード２４から読み出す。そして、ＣＰＵ２０は、
読み出した静止画像データを、ＨＤＭＩ出力処理部２２へ出力する。ＨＤＭＩ出力処理部
２２は、スライドショーを行うための静止画像データを、動画像フォーマットの一例であ
るＨＤＭＩのフレームフォーマットに入れて、ＨＤＭＩケーブル６を介してデジタルテレ
ビ２（ＨＤＭＩ入力処理部１２）に転送する。このとき、デジタルテレビ２側とデジタル
ビデオカメラ１側とで静止画像データの取りこぼしがないように、ＨＤＭＩ出力処理部２
２は、例えばＨＤＭＩのフレームフォーマットにおけるブランキング期間等に、静止画像
データの通し番号を埋め込んでおく。
【００１７】
　以上のような構成のデジタルビデオカメラ１は、通常消費電力モードと、通常消費電力
モードよりも低い消費電力で動作する低消費電力モードとをサポートしている。本実施形
態では、低消費電力モードは、ＨＤＭＩ出力処理部２２が行うＴＭＤＳを利用した静止画
像データの転送を一時的に停止させて、デジタルビデオカメラ１の消費電力を低下させる
モードである。ＴＭＤＳを利用した場合には、静止画像データを高速に転送を行うために
、消費電力が大きくなる。そこで、本実施形態では、静止画像データをデジタルテレビ２
に転送しているとき以外は、ＨＤＭＩ出力処理部２２の少なくとも一部（一部又は全部）
の動作を止めて低消費電力化を実現する。ＨＤＭＩ出力処理部２２の動作を止めた後でも
、ＨＤＭＩコマンド処理部２３は、制御コマンドの送受信を行うことができる。
【００１８】
　デジタルテレビ２は、ＣＰＵ１０、フレームメモリ１１、ＨＤＭＩ入力処理部１２、Ｈ
ＤＭＩコマンド処理部１３、出力部１４、表示部１５、操作部１６、ＲＯＭ１７、及びＲ
ＡＭ１８を有している。
　ＣＰＵ１０は、例えば、ＲＯＭ１７に記憶されているプログラムを、ＲＡＭ１８をワー
クエリアとして用いる等して実行することにより、デジタルテレビ２のシステムを統括制



(5) JP 4829806 B2 2011.12.7

10

20

30

40

50

御する。
　操作部１６は、デジタルテレビ２に対して指示入力を行うために、ユーザが操作するた
めのものである。
【００１９】
　ＨＤＭＩコマンド処理部１３は、制御コマンドの送受信を、デジタルビデオカメラ１と
行う。
　ＨＤＭＩ入力処理部１２は、デジタルビデオカメラ１（ＨＤＭＩ出力処理部２２）から
転送された静止画像データを取得する。本実施形態では、ＨＤＭＩ入力処理部１２は、ス
ライドショーを行うための静止画像データを、デジタルビデオカメラ１から取得する。前
述したように、デジタルビデオカメラ１は、ＨＤＭＩのフレームフォーマットに入れられ
た静止画像データを、ＨＤＭＩのＴＭＤＳを用いて、デジタルテレビ２に転送する。よっ
て、ＨＤＭＩ入力処理部１２は、ＨＤＭＩのフレームフォーマットに入れられた静止画像
データを取得することになる。
【００２０】
　ＣＰＵ１０は、ＨＤＭＩ入力処理部１２で受信された静止画像データを、フレームメモ
リ１１へ記憶する。具体的にＣＰＵ１０は、ＨＤＭＩ入力処理部１２で受信された静止画
像データを、ＨＤＭＩのフレームフォーマットから取り出した後、フレームメモリ１１へ
順に蓄積する。
　ＣＰＵ１０は、フレームメモリ１１に記憶した静止画像データを読み出した後、出力部
１４に出力する。出力部１４は、表示部１５でスライドショーを行うのに適した形態に静
止画像データを加工し、加工した静止画像データを表示部１５に出力する。表示部１５は
、出力部１４から出力された静止画像データを表示してスライドショーを行う。尚、表示
部１５は、例えばＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等のコンピュータディスプレイ装置
を備えている。
【００２１】
　図２は、静止画像データの蓄積動作と再生動作とを行う際のフレームメモリ１１の様子
の一例を概念的に示す図である。
　ＣＰＵ１０は、フレームメモリ１１を用いて、静止画像データの蓄積動作と再生動作と
を行う。静止画像データの蓄積動作は、デジタルビデオカメラ１から転送された静止画像
データを順次記憶していく動作である。静止画像データの再生動作は、静止画像データを
フレームメモリ１１から順次読み出す動作である。
【００２２】
　フレームメモリ１１は、複数面の領域を備えた構成を有している。複数面の領域を構成
するために、物理的に複数のメモリにフレームメモリ１１を分けて構成することができる
。また、物理的に１つのメモリを論理的に複数に分けてフレームメモリ１１を構成しても
よい。図２では、フレームメモリ１１が２面の領域（フレームメモリＡ、Ｂ）を備えてい
る場合を例に挙げて、スライドショーを行う際のフレームメモリ１１の様子の一例を概念
的に示している。
【００２３】
　図２（ａ）は、デジタルビデオカメラ１とデジタルテレビ２とが相互に接続された直後
のフレームメモリ１１の様子を示す図である。図２（ａ）では、第１の面であるフレーム
メモリＡに、デジタルビデオカメラ１から最初に転送された静止画像データが蓄積される
。
　図２（ｂ）は、フレームメモリＡに記憶された静止画像データを再生すると共に、第２
の面であるフレームメモリＢに対して静止画像データを蓄積する際のフレームメモリ１１
の様子を示す図である。図２（ｂ）に示すように、ここでは、図２（ａ）においてフレー
ムメモリＡに蓄積された静止画像データを用いて、静止画像データ（スライドショー）の
再生が行われる。そして、デジタルビデオカメラ１から２番目に転送された静止画像デー
タがフレームメモリＢに蓄積される。
【００２４】
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　図２（ｃ）は、フレームＡに記憶された静止画像データ（スライドショー）の再生が継
続しているときのフレームメモリ１１の様子を示す図である。図２（ｃ）では、図２（ｂ
）で行われていたフレームメモリＢへの静止画像データの蓄積は終了している。
　図２（ｄ）は、フレームメモリＢに記憶された静止画像データを再生すると共に、フレ
ームメモリＡに対して静止画像データを蓄積する際のフレームメモリ１１の様子を示す図
である。図２（ｄ）に示すように、ここでは、図２（ｂ）においてフレームメモリＢに蓄
積された静止画像データを用いて、静止画像データ（スライドショー）の再生が行われる
。そして、デジタルビデオカメラ１から３番目に転送された静止画像データがフレームメ
モリＡに蓄積される。
【００２５】
　図２（ｅ）は、フレームＢに記憶された静止画像データ（スライドショー）の再生が継
続しているときのフレームメモリ１１の様子を示す図である。図２（ｅ）では、図２（ｄ
）で行われていたフレームメモリＡへの静止画像データの蓄積は終了している。
　これ以降は、図２（ｂ）～図２（ｅ）に示したようにして静止画像データの蓄積と再生
とが繰り返し行われて、スライドショーが実行される。
【００２６】
　このように、本実施形態では、デジタルビデオカメラ１からデジタルテレビ２のフレー
ムメモリ１１へ、スライドショーを行うための静止画像データを予め転送してスライドシ
ョーを行うことができる。
　そして、図２（ｃ）及び図２（ｅ）に示したように、デジタルテレビ２が静止画像デー
タの再生動作のみを行う場合に、デジタルビデオカメラ１が、低消費電力モードとなるよ
うにする。これにより、デジタルビデオカメラ１における消費電力を低下させ、デジタル
ビデオカメラ１のバッテリーの消耗を防ぐことができる。
【００２７】
　図３のフローチャートを参照しながら、静止画像データを蓄積する際のデジタルテレビ
２における処理動作の一例を説明する。
　デジタルビデオカメラ１と、デジタルテレビ２とが、ＨＤＭＩケーブル６を介して相互
に接続された後、ユーザが操作部１６、２６を操作してスライドショーの開始を指示する
と、図３のフローチャートの動作が開始する。
【００２８】
　まず、ＨＤＭＩコマンド処理部１３は、スライドショーを行うための静止画像データを
フレームメモリ１１に蓄積するために、ＣＰＵ１０からの指示に基づいて、静止画像デー
タの転送要求を示す画像転送要求コマンドを制御コマンドとして生成する。そして、ＨＤ
ＭＩコマンド処理部１３は、ＣＰＵ１０によって生成された画像転送要求コマンドを、Ｈ
ＤＭＩケーブル６を介してデジタルビデオカメラ１（ＨＤＭＩコマンド処理部２３）に送
信する（ステップＳ１）。この画像転送要求コマンドには、フレームメモリ１１に記憶す
ることが可能な静止画像データの枚数の最大値（最大画像収容枚数（max＿maisu））に関
する最大収容枚数情報が含まれている。この最大収容枚数情報は、例えば、フレームメモ
リ１１の記憶容量と、再生する静止画像データの１枚当たりの平均容量とに基づいて、Ｃ
ＰＵ１０により求められるものである。
　以上のように、本実施形態では、例えば、ＨＤＭＩコマンド処理部１３、２３を用いて
コマンド通信手段が実現される。また、本実施形態では、画像転送要求コマンドによって
画像要求コマンドが実現される。また、本実施形態では、このステップＳ１の処理によっ
てコマンド通信ステップが実現される。
【００２９】
　ＨＤＭＩコマンド処理部１３は、ステップＳ１で送信した画像転送要求コマンドに対す
る転送応答コマンドが、デジタルビデオカメラ１（ＨＤＭＩコマンド処理部２３）から送
信されるまで待機する（ステップＳ２）。この転送応答コマンドには、デジタルビデオカ
メラ１が転送予定の静止画像データの枚数（maisu）に関する転送枚数情報が含まれてい
る。
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　このように本実施形態では、転送応答コマンドによって送信コマンドが実現され、送信
枚数情報が転送枚数情報として用いられる。また、本実施形態では、このステップＳ２の
処理によってコマンド通信ステップが実現される。
【００３０】
　転送応答コマンドが受信されると、ＣＰＵ１０は、その転送応答コマンドに含まれる転
送枚数情報に基づいて、デジタルビデオカメラ１が転送予定の静止画像データの枚数（ma
isu）が「０」か否かを判定する（ステップＳ３）。この判定の結果、デジタルビデオカ
メラ１がこれから転送する静止画像データの枚数（maisu）が「０」である場合には、図
３のフローチャートを終了する。一方、デジタルビデオカメラ１が転送予定の静止画像デ
ータの枚数（maisu）が「０」でない場合には、ステップＳ４に進む。
【００３１】
　そして、ＣＰＵ１０は、静止画像データを受信する準備として、転送された静止画像デ
ータの枚数を示すカウンタ（count）の値を初期化（「０」に）する（ステップＳ４）。
このカウンタの値は、例えばＲＡＭ１８に記憶される。
　次に、ＨＤＭＩ入力処理部１２は、デジタルビデオカメラ１（ＨＤＭＩ出力処理部２２
）から静止画像データを受信するまで待機する（ステップＳ５）。前述したように、静止
画像データは、ＨＤＭＩのフレームフォーマットに入れられた状態で受信される。デジタ
ルビデオカメラ１から静止画像データを受信すると、ＨＤＭＩ入力処理部１２は、ＨＤＭ
Ｉのフレームフォーマットに入れられた静止画像データを取り出す。
　以上のように本実施形態では、例えば、ＨＤＭＩ入力処理部１２によって画像受信手段
が実現される。
【００３２】
　そして、ＨＤＭＩ入力処理部１２は、ＣＰＵ１０によって指定された書き込みアドレス
に、取り出した静止画像データをフレームメモリ１１へ順次書き込む（ステップＳ６）。
この書き込みアドレスは、例えば、ベースアドレスに、転送された静止画像データの枚数
を示すカウンタ（count）の値を加算したものとなる。ここで、ベースアドレスは、例え
ば、図２に示したフレームメモリＡとフレームメモリＢの先頭アドレスである。ＣＰＵ１
０は、例えば、図２に示したフレームメモリＡ、Ｂの状態に基づいて、静止画像データを
蓄積すべきフレームメモリを判断し、判断したフレームメモリの先頭アドレスを、ベース
アドレスとして指定する。尚、フレームメモリ１１の記憶容量を超えない範囲で出来るだ
け多数の静止画像データが蓄積されるまで、静止画像データがフレームメモリ１１に記憶
されるようにするのが好ましい。
　以上のように本実施形態では、例えば、ＨＤＭＩ入力処理部１２によって画像記憶手段
が実現される。また、本実施形態では、フレームメモリ１１を用いて記憶媒体が実現され
る。また、本実施形態では、このステップＳ６の処理によって画像記憶ステップが実現さ
れる。
【００３３】
　次に、ＣＰＵ１０は、転送された静止画像データの枚数を示すカウンタ（count）の値
に「１」を加算する（ステップＳ７）。
　次に、ＣＰＵ１０は、転送された静止画像データの枚数が、デジタルビデオカメラ１が
転送予定の静止画像データの枚数（maisu）と等しいか否かを判定する（ステップＳ８）
。尚、転送された静止画像データの枚数は、転送された静止画像データの枚数を示すカウ
ンタ（count）の値に基づいて得られる。また、デジタルビデオカメラ１が転送予定の静
止画像データの枚数（maisu）は、ステップＳ２で送信された転送応答コマンドに含まれ
る転送枚数情報に基づいて得られる。
　この判定の結果、転送された静止画像データの枚数が、デジタルビデオカメラ１が転送
予定の静止画像データの枚数（maisu）となっていない場合には、ステップＳ５に戻る。
そして、転送された静止画像データの枚数が、デジタルビデオカメラ１が転送予定の静止
画像データの枚数になるまで、ステップＳ５～Ｓ８を繰り返し行う。そして、転送された
静止画像データの枚数が、デジタルビデオカメラ１が転送予定の静止画像データの枚数（
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maisu）になると、図３のフローチャートを終了する。
　以上のように本実施形態では、ステップＳ５～Ｓ８の処理によって画像受信ステップが
実現される。また、例えば、ＣＰＵ１０を用いて画像枚数判定手段が実現される。また、
本実施形態では、ステップＳ８の処理によって、画像枚数判定ステップが実現される。
【００３４】
　以上のように本実施形態では、デジタルビデオカメラ１とデジタルテレビ２との間で、
制御コマンドをやり取りすることによって、スライドショーを行うための静止画像データ
をデジタルテレビ２へ予め転送することができる。そして、デジタルテレビ２に転送され
た静止画像データを、ＨＤＭＩのフレームフォーマットから取り出して、フレームメモリ
１１へ順次蓄積することができる。
【００３５】
　次に、図４のフローチャートを参照しながら、静止画像データを再生する（スライドシ
ョーを行う）際のデジタルテレビ２における処理動作の一例を説明する。
　デジタルビデオカメラ１と、デジタルテレビ２とが、ＨＤＭＩケーブル６を介して相互
に接続された後、図３のフローチャートに従ってフレームメモリ１１に静止画像データが
蓄積されると、図４のフローチャートの動作が開始する。
【００３６】
　まず、ＣＰＵ１０は、静止画像データが蓄積済みのフレームメモリ１１から、静止画像
データを読み出す準備として、読み出しポインタ（pointer）の値を初期化（「０」に）
する（ステップＳ３１）。この読み出しポインタの値は、例えばＲＡＭ１８に記憶される
。
【００３７】
　次に、ＣＰＵ１０は、フレームメモリ１１から静止画像データを読み出して出力部１４
に出力する（ステップＳ３２）。尚、フレームメモリ１１から静止画像データを読み出す
ための読み出しアドレスは、ベースアドレスに、読み出しポインタの値を加算したものと
なる。ここで、ベースアドレスは、例えば、図２に示したフレームメモリＡとフレームメ
モリＢの先頭アドレスである。ＣＰＵ１０は、例えば、図２に示したフレームメモリＡ、
Ｂの状態に基づいて、再生すべき静止画像データを記憶しているフレームメモリを判断し
、判断したフレームメモリの先頭アドレスを、ベースアドレスとして指定する。
【００３８】
　次に、出力部１４は、ステップＳ３２で入力した静止画像データを表示部１５でスライ
ドショーを行うのに適した形態に静止画像データを加工し、加工した静止画像データを表
示部１５に出力する。表示部１５は、出力部１４から出力された静止画像データを表示し
てスライドショーを行う（ステップＳ３３）。
　以上のように本実施形態では、出力部１４及び表示部１５を用いて、画像表示手段が実
現される。また、本実施形態では、このステップＳ３３の処理によって、画像表示ステッ
プが実現される。
【００３９】
　次に、ＣＰＵ１０は、次に表示すべき静止画像データを再生するために、読み出しポイ
ンタ（pointer）の値に「１」を加算する（ステップＳ３４）。
　次に、ＣＰＵ１０は、画像再生処理の終了を判断するために、読み出しポインタ（poin
ter）の値が、フレームメモリ１１に記憶することが可能な静止画像データの枚数の最大
値となったか否かを判定する。この判定の結果、読み出しポインタ（pointer）の値が、
フレームメモリ１１に記憶することが可能な静止画像データの枚数の最大値でない場合に
は、ステップＳ３２に戻る。
【００４０】
　そして、読み出しポインタ（pointer）の値が、フレームメモリ１１に記憶することが
可能な静止画像データの枚数の最大値となるまで、ステップＳ３２～Ｓ３５を繰り返し行
う。そして、読み出しポインタ（pointer）の値が、フレームメモリ１１に記憶すること
が可能な静止画像データの枚数の最大値になると、図４のフローチャートを終了する。
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【００４１】
　以上のように本実施形態では、図４のフローチャートの処理により、フレームメモリ１
１に蓄積された静止画像データを使って、スライドショーを実現することが可能となる。
　尚、図３又は図４のフローチャートの処理を実行している最中に、デジタルビデオカメ
ラ１から、静止画像データの転送を中断又は中止する転送中断・中止コマンドを受信した
場合、デジタルテレビ２は、静止画像データの蓄積処理を終了する。
　また、図３に示した静止画像データの蓄積処理を行っている場合であって、スライドシ
ョーを実行していない場合、出力部１４は、表示部１５の表示画面をフリーズ又はブラッ
クアウトをするのが好ましい。
【００４２】
　次に、図５のフローチャートを参照しながら、静止画像データを転送する際のデジタル
ビデオカメラ１における処理動作の一例を説明する。
　デジタルビデオカメラ１と、デジタルテレビ２とが、ＨＤＭＩケーブル６を介して相互
に接続された後、ユーザが操作部１６、２６を操作してスライドショーの開始を指示する
と、図５のフローチャートの動作が開始する。尚、前述したように、デジタルビデオカメ
ラ１は、静止画像データを転送するとき以外は、低消費電力モードになり、バッテリーの
消費を抑えることができる。低消費電力モードとは、ＨＤＭＩ出力処理部２２のＴＭＤＳ
に従った静止画像データの転送処理が停止している状態のことである。
【００４３】
　まず、ＨＤＭＩコマンド処理部２３は、スライドショーを行うための静止画像データの
転送のために、静止画像データの転送要求を示す画像転送要求コマンドを、デジタルテレ
ビ２（ＨＤＭＩコマンド処理部１３）から受信するまで待機する（ステップＳ１０１）。
前述したように、この画像転送要求コマンドには、フレームメモリ１１の最大画像収容枚
数（max＿maisu）に関する最大収容枚数情報が含まれている。
　以上のように本実施形態では、このステップＳ１０１の処理によって、コマンド通信ス
テップが実現される。
【００４４】
　画像転送要求コマンドが受信されると、ＣＰＵ２０は、低消費電力モードから通常消費
電力モードに動作状態を切り替える（ステップＳ１０２）。すなわち、ＣＰＵ２０は、Ｈ
ＤＭＩ出力処理部２２のうち、少なくともＴＭＤＳに従う処理を行う部分を起動する。
　以上のように本実施形態では、ＣＰＵ２０を用いて動作再開手段が実現される。また、
本実施形態では、このステップＳ１０２の処理によって動作再開ステップが実現される。
　次に、ＨＤＭＩコマンド処理部２３は、ＨＤＭＩ出力処理部２２の起動と、静止画像デ
ータの転送の準備とが終わると、ＣＰＵ２０からの指示に基づいて、画像転送要求コマン
ドに対する転送応答コマンドを生成する。そして、ＨＤＭＩコマンド処理部２３は、生成
した転送応答コマンドを、デジタルテレビ２（ＨＤＭＩコマンド処理部１３）に送信する
（ステップＳ１０３）。前述したように、転送応答コマンドには、デジタルビデオカメラ
１が転送予定の静止画像データの枚数（maisu）に関する転送枚数情報が含まれる。ＣＰ
Ｕ２０は、画像転送要求コマンドに含まれる最大収容枚数情報に基づいて、デジタルテレ
ビ２のフレームメモリ１１の記憶容量を超えないように、転送枚数情報の内容を決定する
。すなわち、ＣＰＵ２０は、デジタルビデオカメラ１が転送予定の静止画像データの枚数
（maisu）が、フレームメモリ１１に記憶することが可能な静止画像データの枚数の最大
値（max＿maisu）以下になるように、転送枚数情報の内容を決定する。
　以上のように本実施形態では、このステップＳ１０３の処理によってコマンド通信ステ
ップが実現される。
【００４５】
　次に、ＣＰＵ２０は、静止画像データ転送枚数を示すカウンタ（count）の値を初期化
（「０」に）する（ステップＳ１０４）。
　次に、ＣＰＵ２０は、例えば、操作部２６の操作に基づいて、デジタルテレビ２へ転送
する静止画像データを、メモリカード２４又はフレームメモリ２１から読み出す（ステッ
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プＳ１０５）。そして、ＨＤＭＩ出力処理部２２は、ＣＰＵ２０によって読み出された静
止画像データを、ＨＤＭＩのフレームフォーマットに入れて、デジタルテレビ２（ＨＤＭ
Ｉ入力処理部１２）へ転送する（ステップＳ１０６）。
　以上のように本実施形態では、例えば、ＨＤＭＩ出力処理部２２を用いて画像送信手段
が実現される。以上のように本実施形態では、このステップＳ１０６の処理によって画像
送信ステップが実現される。
【００４６】
　このようにして静止画像データが転送された後、ＣＰＵ２０は、静止画像データの転送
枚数を示すカウンタ（count）の値に「１」を加算する（ステップＳ１０７）。
　次に、ＣＰＵ２０は、静止画像データの転送枚数を示すカウンタ（count）の値が、デ
ジタルビデオカメラ１が転送予定の静止画像データの枚数（maisu）になったか否かを判
定する（ステップＳ１０８）。この判定の結果、静止画像データの転送枚数を示すカウン
タ（count）の値が、デジタルビデオカメラ１が転送予定の静止画像データの枚数（maisu
）になっていない場合には、ステップＳ１０５に戻る。そして、静止画像データの転送枚
数を示すカウンタ（count）の値が、デジタルビデオカメラ１が転送予定の静止画像デー
タの枚数（maisu）になるまで、ステップＳ１０５～Ｓ１０８を繰り返し行う。
　以上のように本実施形態では、例えば、ＣＰＵ２０を用いて判定手段が実現される。ま
た、本実施形態では、このステップＳ１０８の処理によって判定ステップが実現される。
【００４７】
　こうして、静止画像データの転送枚数を示すカウンタ（count）の値が、デジタルビデ
オカメラ１が転送予定の静止画像データの枚数（maisu）になると、ステップＳ１０９に
進む。そして、ＣＰＵ２０は、通常消費電力モードから低消費電力モードに動作状態を切
り替える（ステップＳ１０９）。すなわち、ＣＰＵ２０は、ＨＤＭＩ出力処理部２２のう
ち、少なくともＴＭＤＳに従う処理を行う部分の動作を一時的に停止させる。そして、図
５のフローチャートを終了する。これ以降、デジタルビデオカメラ１は、デジタルテレビ
２から、次の画像転送要求コマンドが受信されるまで、低消費電力モードを維持する。
　以上のように本実施形態では、例えば、ＣＰＵ２０を用いて動作停止手段が実現される
。また、本実施形態では、このステップＳ１０９の処理により動作停止ステップが実現さ
れる。
【００４８】
　以上のように本実施形態では、デジタルビデオカメラ１は、静止画像データを転送する
期間以外の期間で、低消費電力モード（スリープ状態）になるので、バッテリーの消耗を
抑えることができる。そして、本実施形態では、ＨＤＭＩ出力処理部２２のうち、ＴＭＤ
Ｓに従う処理を行う部分の起動と停止との制御を、デジタルテレビ２から送信された画像
転送要求コマンドに基づいて行うことができる。
　尚、図５のフローチャートの動作を実行している最中に、静止画像データの転送を中断
又は中止する場合、ＨＤＭＩコマンド処理部２３は、ＣＰＵ２０からの指示に基づいて転
送中断・中止コマンドを生成してデジタルテレビ２に送信する。これにより、デジタルテ
レビ２に静止画像データの転送の中断又は中止が通知される。このように本実施形態では
、例えば、転送中断・中止コマンドを用いて送信中止コマンドが実現される。
　以上のようにすることによって、デジタルビデオカメラ１の消費電力を従来よりも低減
しながら、従来通りにスライドショーを実現することができる。
【００４９】
　図６は、スライドショーを実行する際のデジタルテレビ２の動作とデジタルビデオカメ
ラ１の動作の一例を説明する図である。尚、図６では、上から下の方向に処理が進む。ま
た、ＨＤＭＩウェイクアップとは、通常消費電力モードの状態であることを示し、ＨＤＭ
Ｉスリープとは、低消費電力モードの状態であることを示す。
【００５０】
　図６において、まず、デジタルテレビ２は、画像転送要求コマンドをデジタルビデオカ
メラ１に送信する。
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　次に、デジタルビデオカメラ１は、画像転送要求コマンドをデジタルテレビ２から受信
すると、低消費電力モードから通常消費電力モードに動作状態を切り替えて、静止画像デ
ータの転送の準備を行う。静止画像データの転送の準備ができると、デジタルビデオカメ
ラ１は、転送応答コマンドをデジタルテレビ２に送信する。
【００５１】
　次に、デジタルビデオカメラ１は、スライドショーを行うための静止画像データをデジ
タルテレビ２に転送する。デジタルビデオカメラ１は、転送予定枚数の静止画像データを
デジタルテレビ２に転送すると、通常消費電力モードから低消費電力モードに動作状態を
切り替えて、ＨＤＭＩ出力処理部２２のうち、少なくともＴＭＤＳに従う処理を行う部分
の動作を停止する。そして、デジタルビデオカメラ１は、デジタルテレビ２から、画像転
送要求コマンドが再度送信されるまで、低消費電力モードを維持する。
【００５２】
　デジタルテレビ２は、静止画像データを受信すると、その静止画像データをフレームメ
モリ１１へ記憶する。デジタルテレビ２は、フレームメモリ１１への静止画像データの蓄
積が終了すると、その静止画像データを再生してスライドショーを開始する。デジタルテ
レビ２は、参照しているフレームメモリＡ又はＢに記憶されている静止画像データの再生
が終了すると、次に再生すべき静止画像データが記憶されているフレームメモリＡ又はＢ
を参照する。そして、デジタルテレビ２は、そのフレームメモリＡ又はＢに記憶されてい
る静止画像データを再生して、スライドショーを続ける。
【００５３】
　フレームメモリ１１（フレームメモリＡ又はＢ）への静止画像データの蓄積は、フレー
ムメモリ１１（フレームメモリＡ又はＢ）に空きが出来たときに行う。フレームメモリ１
１（フレームメモリＡ又はＢ）に空きが出来ている状態とは、静止画像データが蓄積され
ていない状態か、又は再生済みの静止画像データのみが記憶されている状態をいう。フレ
ームメモリ１１（フレームメモリＡ又はＢ）に空きが出来ると、デジタルテレビ２は、デ
ジタルビデオカメラ１に対して画像転送要求コマンドを再度出力する。デジタルテレビ２
は、転送予定枚数が「０」になるまで以上の動作を続けて、スライドショーを行う。
【００５４】
　以上のように本実施形態では、デジタルビデオカメラ１とデジタルテレビ２との間で制
御コマンドを送受信するＨＤＭＩコマンド処理部１３、２３と、静止画像データのやり取
りを行うＨＤＭＩ入力処理部１２及びＨＤＭＩ出力処理部２２とを独立して動作させた。
そして、デジタルビデオカメラ１は、デジタルテレビ２から画像転送要求コマンドを受信
してから、その画像転送要求コマンドに基づく静止画像データの転送動作が終了するまで
の期間だけ、通常電力動作モードで動作する。すなわち、デジタルビデオカメラ１は、画
像転送要求コマンドに基づく静止画像データの転送動作を行った後は、デジタルテレビ２
から画像転送要求コマンドが受信されるまで、低消費電力モードで動作する。
【００５５】
　したがって、静止画像を動画像として扱って静止画像データを転送するＨＤＭＩに従っ
て、スライドショーを行うための静止画像データをデジタルテレビ２に転送する場合のデ
ジタルビデオカメラ１における消費電力を従来よりも低減させることができる。
　また、デジタルビデオカメラ１は、デジタルテレビ２から画像転送要求コマンドを受信
してから、その画像転送要求コマンドに基づく静止画像データの転送動作が終了するまで
の期間は、通常電力動作モードで動作する。したがって、デジタルビデオカメラ１の消費
電力を低減させても、デジタルテレビ２からの問い合わせに対するデジタルビデオカメラ
１の応答（静止画像データの転送動作）の遅延を抑制することができる。
【００５６】
　尚、本実施形態では、図４のステップＳ３２において、静止画像データを前から順番に
読み出す場合を例に挙げて説明した。しかしながら、必ずしもこのようにする必要はない
。例えば、ステップＳ３４において、読み出しポインタの値から「１」を減算するように
すれば、１枚前の静止画像データを読み出すことができる。また、読み出しポインタの値
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から「５」を加算するようにすれば、５枚後の静止画像データを読み出すことができる。
【００５７】
　また、フレームメモリ１１に記憶されている静止画像データのサムネイル画像を、表示
部１５に一覧表示した後に、操作部１６の操作によって、サムネイル画像の何れかが選択
されると、そのサムネイル画像に基づく静止画像データを表示することもできる。
【００５８】
　また、本実施形態では、フレームメモリ１１が２面の領域（フレームメモリＡ、Ｂ）を
備えている場合を例に挙げて説明した。しかしながら、フレームメモリ１１は、３面以上
の領域を備えていてもよい。
【００５９】
（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。前述した第１の実施形態では、フレ
ームメモリ１１の最大画像収容枚数（max＿maisu）と、転送予定の静止画像データの枚数
（maisu）とを用いて、静止画像データの転送数を制御するようにした。これに対し、本
実施形態では、フレームメモリ１１の最大画像収容枚数と、転送予定の静止画像データの
枚数とを用いずに、静止画像データの転送数を制御するようにしている。具体的にデジタ
ルビデオカメラ１とデジタルテレビ２との間には、例えばＲＥＱ信号及びＡＣＫ信号を用
いた単純なハンドシェイクを用いて静止画像データの転送を行う。すなわち、本実施形態
では、ハンドシェイクを使って静止画像データを転送する場合でも、ＨＤＭＩ出力処理部
２２のうち、ＴＭＤＳに従った処理を行う部分の動作を停止できるようにしている。この
ように、本実施形態と前述した第１の実施形態とは、画像データを転送する際の処理の一
部が主として異なる。したがって、本実施形態の説明において、前述した第１の実施形態
と同一の部分については、図１～図６に付した符号と同一の符号を付す等して詳細な説明
を省略する。
【００６０】
　図７のフローチャートを参照しながら、画像データを蓄積する際のデジタルテレビにお
ける処理動作の一例を説明する。デジタルビデオカメラと、デジタルテレビとが、ＨＤＭ
Ｉケーブル６を介して相互に接続された後、ユーザが操作部１６、２６を操作してスライ
ドショーの開始を指示すると、図７のフローチャートの動作が開始する。
【００６１】
　まず、デジタルテレビのＨＤＭＩコマンド処理部は、スライドショーを行うための静止
画像データをフレームメモリ１１に蓄積するために、ＣＰＵからの指示に基づいて、静止
画像データの転送要求を示す画像転送要求コマンドを制御コマンドとして生成する。そし
て、デジタルテレビのＨＤＭＩコマンド処理部は、ＣＰＵによって生成された画像転送要
求コマンドを、ＨＤＭＩケーブル６を介してデジタルビデオカメラ（ＨＤＭＩコマンド処
理部）に送信する（ステップＳ２０１）。尚、前述した第１の実施形態では、画像転送要
求コマンドに最大収容枚数情報が含まれるようにしたが、本実施形態では、画像転送要求
コマンドに最大収容枚数情報は含まれない。
　以上のように本実施形態では、このステップＳ２０１の処理によってコマンド通信ステ
ップが実現される。
【００６２】
　次に、デジタルテレビのＨＤＭＩコマンド処理部は、ステップＳ１で送信した画像転送
要求コマンドに対する転送応答コマンドが、デジタルビデオカメラ（ＨＤＭＩコマンド処
理部）から送信されるまで待機する（ステップＳ２０２）。尚、前述した第１の実施形態
では、転送応答コマンドに転送枚数情報が含まれるようにしたが、本実施形態では、画像
転送要求コマンドに転送枚数情報は含まれない。
　以上のように本実施形態では、このステップＳ２０２の処理によってコマンド通信ステ
ップが実現される。
【００６３】
　次に、デジタルテレビのＨＤＭＩ入力処理部は、デジタルビデオカメラから静止画像デ
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ータを受信し、受信した静止画像データをフレームメモリ１１へ書き込む（ステップＳ２
０３）。このように本実施形態では、このステップＳ２０３の処理によって画像受信ステ
ップが実現される。
　次に、デジタルテレビのＨＤＭＩコマンド処理部は、ＣＰＵからの指示に基づいて、静
止画像データを受信したことを示す画像データ受信完了コマンドを生成し、生成した画像
データ受信完了コマンドをデジタルテレビに送信する（ステップＳ２０４）。このように
本実施形態では、このステップＳ２０４の処理によってコマンド通信ステップが実現され
る。また、本実施形態では、画像データ受信完了コマンドを用いて受信完了コマンドが実
現される。
　次に、デジタルテレビのＣＰＵは、静止画像データを記憶するための空き領域がフレー
ムメモリ１１（フレームメモリＡ又はＢ）にあるか否かを判定する（ステップＳ２０５）
。この判定の結果、静止画像データを記憶するための空き領域がフレームメモリ１１（フ
レームメモリＡ又はＢ）にある場合には、ステップＳ２０１に戻り、静止画像データを記
憶するための空き領域がなくなるまで、ステップＳ２０１～Ｓ２０５を繰り返し行う。そ
して、静止画像データを記憶するための空き領域がなくなると、図７のフローチャートを
終了する。
　以上のように本実施形態では、例えば、デジタルテレビのＣＰＵを用いて空き判定手段
が実現される。また、このステップＳ２０５の処理によって空き判定ステップが実現され
る。
【００６４】
　以上のように本実施形態では、デジタルビデオカメラとデジタルテレビとの間で、制御
コマンドのハンドシェイクを行って静止画像データの転送を行って、スライドショーを行
うための静止画像データを、フレームメモリ１１へ蓄積するようにしている。
【００６５】
　次に、図８のフローチャートを参照しながら、静止画像データを再生する（スライドシ
ョーを行う）際のデジタルテレビにおける処理動作の一例を説明する。
　デジタルビデオカメラと、デジタルテレビとが、ＨＤＭＩケーブル６を介して相互に接
続された後、図７のフローチャートに従ってフレームメモリ１１に静止画像データが蓄積
されると、図８のフローチャートの動作が開始する。
　まず、デジタルビデオカメラのＣＰＵは、静止画像データが蓄積済みのフレームメモリ
１１から、静止画像データを読み出す準備として、読み出しポインタ（pointer）の値を
初期化（「０」に）する（ステップＳ３０１）。この読み出しポインタの値は、例えばＲ
ＡＭ１８に記憶される。
【００６６】
　次に、デジタルビデオカメラのＣＰＵは、フレームメモリ１１から静止画像データを読
み出して出力部に出力する（ステップＳ３０２）。尚、フレームメモリ１１から静止画像
データを読み出すための読み出しアドレスは、第１の実施形態と同様にベースアドレスに
、読み出しポインタの値を加算したものとなる。
【００６７】
　次に、デジタルカメラの出力部１４は、ステップＳ３０２で入力した静止画像データを
表示部１５でスライドショーを行うのに適した形態に静止画像データを加工し、加工した
画像データを表示部１５に出力する。表示部１５は、出力部１４から出力された画像デー
タを表示してスライドショーを行う（ステップＳ３０３）。このように本実施形態では、
ステップＳ３０３の処理によって画像表示ステップが実現される。
【００６８】
　次に、デジタルカメラのＣＰＵは、次に表示すべき静止画像データを再生するために、
読み出しポインタ（pointer）の値に「１」を加算する（ステップＳ３０４）。
　次に、デジタルカメラのＣＰＵは、読み出しポインタの値が、フレームメモリＡ又はＢ
に記憶されている静止画像データの数と等しくなったか否かを判定する（ステップＳ３０
５）。すなわち、デジタルカメラのＣＰＵは、画像再生処理を終了するか否かを判断する
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。この判定の結果、読み出しポインタの値が、フレームメモリＡ又はＢに記憶されている
静止画像データの数と等しくなっていない場合には、ステップＳ３０２に進む。そして、
読み出しポインタの値が、フレームメモリＡ又はＢに記憶されている静止画像データの数
と等しくなるまで、ステップＳ３０２～Ｓ３０５を繰り返し行う。そして、読み出しポイ
ンタの値が、フレームメモリＡ又はＢに記憶されている静止画像データの数と等しくなる
と、図８のフローチャートを終了する。
【００６９】
　以上のように本実施形態では、図８のフローチャートの処理により、フレームメモリ１
１に蓄積された静止画像データを使って、スライドショーを実現することが可能となる。
　尚、図７又は図８のフローチャートの処理を実行している最中に、デジタルビデオカメ
ラから、静止画像データの転送を中断又は中止する転送中断・中止コマンドを受信した場
合、デジタルテレビは、静止画像データの蓄積処理を終了する。
【００７０】
　次に、図９のフローチャートを参照しながら、静止画像データを転送する際のデジタル
ビデオカメラにおける処理動作の一例を説明する。
　デジタルビデオカメラと、デジタルテレビとが、ＨＤＭＩケーブル６を介して相互に接
続された後、ユーザが操作部１６、２６を操作してスライドショーの開始を指示すると、
図９のフローチャートの動作が開始する。尚、第１の実施形態と同様に本実施形態でも、
デジタルビデオカメラは、例えば静止画像データを転送するとき以外は、低消費電力モー
ドになり、バッテリーの消費を抑えることができる。
【００７１】
　まず、デジタルビデオカメラのＨＤＭＩコマンド処理部は、スライドショーを行うため
の静止画像データを転送するために、静止画像データの転送要求を示す画像転送要求コマ
ンドを、デジタルテレビから受信するまで待機する（ステップＳ４０１）。このように本
実施形態では、ステップＳ４０１の処理によってコマンド通信ステップが実現される。
【００７２】
　画像転送要求コマンドが受信されると、デジタルビデオカメラのＣＰＵは、低消費電力
モードから通常消費電力モードに動作状態を切り替える（ステップＳ４０２）。すなわち
、デジタルビデオカメラのＣＰＵは、ＨＤＭＩ出力処理部のうち、少なくともＴＭＤＳに
従う処理を行う部分を起動する。このように本実施形態では、ステップＳ４０２の処理に
よって動作再開ステップが実現される。
　次に、デジタルビデオカメラのＨＤＭＩコマンド処理部は、ＨＤＭＩ出力処理部の起動
と、静止画像データの転送の準備とが終わると、デジタルビデオカメラのＣＰＵからの指
示に基づいて、画像転送要求コマンドに対する転送応答コマンドを生成する。そして、デ
ジタルビデオカメラのＨＤＭＩコマンド処理部は、生成した転送応答コマンドを、デジタ
ルテレビに送信する（ステップＳ４０３）。このように本実施形態では、このステップＳ
４０３の処理によって、コマンド通信ステップが実現される。
【００７３】
　次に、デジタルビデオカメラのＣＰＵは、例えば、操作部２６の操作に基づいて、デジ
タルテレビへ転送する静止画像データを、メモリカード２４又はフレームメモリ２１から
読み出す。そして、デジタルビデオカメラのＨＤＭＩ出力処理部は、ＣＰＵによって読み
出された静止画像データを、ＨＤＭＩのフレームフォーマットに入れて、デジタルテレビ
へ転送する（ステップＳ４０４）。このように本実施形態では、ステップＳ４０４の処理
によって画像送信ステップが実現される。
【００７４】
　次に、デジタルビデオカメラのＨＤＭＩコマンド処理部は、画像データ受信完了コマン
ドをデジタルテレビから受信したか否かを判定する（ステップＳ４０５）。この判定の結
果、画像データ受信完了コマンドをデジタルテレビから受信していない場合には、受信す
るまでステップＳ４０４、Ｓ４０５を繰り返し行う。そして、画像データ受信完了コマン
ドをデジタルテレビから受信すると、デジタルビデオカメラのＣＰＵは、通常消費電力モ
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ードから低消費電力モードに動作状態を切り替える（ステップＳ４０６）。すなわち、デ
ジタルビデオカメラのＣＰＵは、ＨＤＭＩ出力処理部のうち、少なくともＴＭＤＳに従う
処理を行う部分の動作を停止させる。そして、図９のフローチャートを終了する。これ以
降、デジタルビデオカメラは、デジタルテレビから、次の画像転送要求コマンドが受信さ
れるまで、低消費電力モードを維持する。
　以上のように本実施形態では、ステップＳ４０５の処理によって、コマンド通信ステッ
プ及び判定ステップが実現される。また、ステップＳ４０６の処理によって、動作停止ス
テップが実現される。
【００７５】
　以上のように本実施形態では、デジタルビデオカメラとデジタルテレビとが制御コマン
ドを使ってハンドシェイクしても、静止画像データを転送する期間以外の期間で、デジタ
ルビデオカメラを低消費電力モードにすることができる。従って、バッテリーの消耗を抑
えながら、静止画像データの転送を行うことができる。そして、本実施形態でも、第１の
実施形態と同様に、ＨＤＭＩ出力処理部のうち、ＴＭＤＳに従う処理を行う部分の起動と
停止との制御を、デジタルテレビから送信された画像転送要求コマンドに基づいて行うこ
とができる。
【００７６】
　尚、本実施形態でも、第１の実施形態と同様に、図９のフローチャートの動作を実行し
ている最中に、静止画像データの転送を中断又は中止する場合、デジタルビデオカメラの
ＨＤＭＩコマンド処理部は、転送中断・中止コマンドを生成する。そして、デジタルビデ
オカメラのＨＤＭＩコマンド処理部は、生成した転送中断・中止コマンドをデジタルテレ
ビに送信する。これにより、デジタルテレビ２に静止画像データの転送の中断又は中止が
通知される。
　以上のようにすることによって、デジタルビデオカメラの消費電力を従来よりも低減し
ながら、従来通りにスライドショーを実現することができる。
【００７７】
　図１０は、スライドショーを実行する際のデジタルテレビの動作とデジタルビデオカメ
ラの動作の一例を説明する図である。尚、図１０でも図６と同様に、上から下の方向に処
理が進むものとし、ＨＤＭＩウェイクアップとは、通常消費電力モードの状態であること
を示し、ＨＤＭＩスリープとは、低消費電力モードの状態であることを示すものとする。
【００７８】
　図１０において、まず、デジタルテレビは、画像転送要求コマンドをデジタルビデオカ
メラに送信する。
　次に、デジタルビデオカメラは、画像転送要求コマンドをデジタルテレビから受信する
と、低消費電力モードから通常消費電力モードに動作状態を切り替えて、静止画像データ
の転送の準備を行う。具体的にデジタルビデオカメラは、コマンド出力処理部のうち、Ｔ
ＭＤＳに従う処理を行う部分の動作を起動する等の処理を行う。静止画像データの転送の
準備ができると、デジタルビデオカメラは、転送応答コマンドをデジタルテレビに送信す
る。
【００７９】
　次に、デジタルビデオカメラは、静止画像データ（例えば１枚分の静止画像データ）を
デジタルテレビに転送する。転送する静止画像データは、例えば、フレームメモリ２１又
はメモリカード２４に記憶されている。
　デジタルテレビは、静止画像データを受信すると、その静止画像データをフレームメモ
リ１１へ記憶した後、その静止画像データを受信したことを示す画像データ受信完了コマ
ンドをデジタルビデオカメラに送信して、静止画像データの転送を止める。デジタルビデ
オカメラは、画像データ受信完了コマンドを受信すると、通常消費電力モードから低消費
電力モードに動作状態を切り替えて、ＨＤＭＩ出力処理部のうち、少なくともＴＭＤＳに
従う処理を行う部分の動作を停止する。そして、デジタルビデオカメラは、デジタルテレ
ビから、画像転送要求コマンドが再度送信されるまで、低消費電力モードを維持する。
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【００８０】
　以上の動作を繰り返し、例えば、フレームメモリＡの記憶容量を超えない範囲で、フレ
ームメモリＡの記憶容量に最も近くなるまで、静止画像データをフレームメモリＡに記憶
して、静止画像データを蓄積する。その後、フレームメモリＡへの静止画像データの蓄積
が終了すると、デジタルテレビは、フレームメモリＡに記憶した静止画像データを再生し
てスライドショーを開始する。
【００８１】
　そして、フレームメモリＢへの静止画像データの蓄積も、フレームメモリＡへの静止画
像データの蓄積と同様にして行う。そして、フレームメモリＡに記憶した静止画像データ
の再生が終了すると、フレームメモリＢに記憶した静止画像データを再生したスライドシ
ョーを実行する。
　尚、フレームメモリＡ又はＢへの静止画像データの蓄積は、そのフレームメモリＡ又は
Ｂに空きが出来たときに行う。前述したように、フレームメモリＡ又はＢに空きが出来て
いる状態とは、静止画像データが蓄積されていない状態か、又は再生済みの静止画像デー
タのみが記憶されている状態をいう。フレームメモリＡ又はＢに空きが出来ると、デジタ
ルテレビは、デジタルビデオカメラに対して画像転送要求コマンドを送信する。
　以上の動作を続けることにより、デジタルテレビはスライドショーを継続することがで
きる。
【００８２】
　以上のように本実施形態では、デジタルビデオカメラとデジタルテレビとが静止画像デ
ータを一枚単位でハンドシェイクを行って、デジタルビデオカメラからデジタルテレビに
静止画像データを転送することができる。そして、このようにして静止画像データを転送
する場合にも、デジタルビデオカメラは、画像転送要求コマンドに基づく静止画像データ
の転送動作を行った後は、デジタルテレビから画像転送要求コマンドが受信されるまで、
低消費電力モードで動作する。したがって、デジタルビデオカメラとデジタルテレビとが
静止画像データを一枚単位でハンドシェイクを行って、デジタルビデオカメラからデジタ
ルテレビに静止画像データを転送する場合でも、第１の実施形態と同様に効果を得ること
ができる。
【００８３】
　尚、本実施形態では、デジタルテレビのフレームメモリの記憶容量（サイズ）に基づい
て、静止画像データの蓄積の終了を判定するようにしたが、必ずしもこのようにする必要
はない。例えば、フレームメモリＡ又はＢに記憶されている静止画像データが、予め設定
された一定量になった場合に、静止画像データの蓄積を終了してもよい。
【００８４】
　また、本実施形態では、デジタルビデオカメラは、転送応答コマンドを送信した後に、
静止画像データの転送を開始するようにしたが、必ずしもこのようにする必要はない。す
なわち、デジタルビデオカメラは、転送応答コマンドと共に静止画像データをデジタルテ
レビに転送してもよい。
【００８５】
　また、本実施形態では、図８のステップＳ３０５で、読み出しポインタの値が、フレー
ムメモリＡ又はＢに記憶されている静止画像データの数と等しくなったか否かを判定する
ようにしたが、必ずしもこのようにする必要はない。例えば、読み出しポインタの値に基
づく記憶容量が、フレームメモリＡ又はＢの記憶容量を超えない範囲で、フレームメモリ
Ａ又はＢの記憶容量に最も近くなったか否かを判定するようにしてもよい。
【００８６】
（第３の実施形態）
　次に、本発明の第３の実施形態について説明する。前述した第２の実施形態では、デジ
タルテレビからデジタルビデオカメラに画像転送要求コマンドを送信するようにした。こ
れに対し、本実施形態では、デジタルビデオカメラからデジタルテレビに画像転送要求コ
マンドを送信するようにする。このように、本実施形態と前述した第２の実施形態とは、
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画像転送要求コマンドに対する処理の一部が主として異なる。したがって、本実施形態の
説明において、前述した第１及び第２の実施形態と同一の部分については、図１～図１０
に付した符号と同一の符号を付す等して詳細な説明を省略する。
【００８７】
　図１１のフローチャートを参照しながら、静止画像データを蓄積する際のデジタルテレ
ビにおける処理動作の一例を説明する。デジタルビデオカメラと、デジタルテレビとが、
ＨＤＭＩケーブル６を介して相互に接続された後、ユーザが操作部１６、２６を操作して
スライドショーの開始を指示すると、図１１のフローチャートの動作が開始する。
【００８８】
　まず、デジタルテレビのＨＤＭＩコマンド処理部は、フレームメモリ１１に静止画像デ
ータの蓄積を行うために、デジタルビデオカメラから画像転送要求コマンドを受信するま
で待機する（ステップＳ５０１）。このように本実施形態では、ステップＳ５０１の処理
によってコマンド通信ステップが実現される。また、本実施形態では、画像転送要求コマ
ンドを用いて画像要求コマンドが実現される。
　デジタルビデオカメラから画像転送要求コマンドを受信すると、デジタルテレビのＣＰ
Ｕは、静止画像データを受信可能な状態となるまでまで待機する（ステップＳ５０２）。
静止画像データを受信可能な状態になると、デジタルテレビのＨＤＭＩコマンド処理部は
、ＣＰＵからの指示に基づいて転送許可コマンドを生成し、生成した転送許可コマンドを
デジタルビデオカメラに送信する（ステップＳ５０３）。このように本実施形態では、ス
テップＳ５０３の処理によってコマンド通信ステップが実現される。また、本実施形態で
は、転送許可コマンドを用いて送信コマンドが実現される。
【００８９】
　そして、デジタルテレビのＨＤＭＩコマンド処理部は、デジタルビデオカメラからデー
タ有効コマンドを受信するまで待機する（ステップＳ５０４）。
　デジタルビデオカメラからデータ有効コマンドを受信すると、デジタルテレビのＨＤＭ
Ｉ入力処理部は、デジタルビデオカメラから静止画像データを受信し、受信した静止画像
データをフレームメモリ１１へ書き込む（ステップＳ５０５）。このように本実施形態で
は、ステップＳ５０５の処理によって、画像受信ステップが実現される。
　次に、デジタルテレビのＨＤＭＩコマンド処理部は、ＣＰＵからの指示に基づいて、静
止画像データを受信したことを示す画像データ受信完了コマンドを生成し、生成した画像
データ受信完了コマンドをデジタルテレビに送信する（ステップＳ５０６）。このように
本実施形態では、ステップＳ５０６の処理によってコマンド通信ステップが実現される。
また、本実施形態では、画像データ受信完了コマンドを用いて受信完了コマンドが実現さ
れる。
【００９０】
　次に、デジタルテレビのＣＰＵは、静止画像データを記憶するための空き領域がフレー
ムメモリ１１（フレームメモリＡ又はＢ）にあるか否かを判定する。この判定の結果、静
止画像データを記憶するための空き領域がフレームメモリ１１（フレームメモリＡ又はＢ
）にある場合には、ステップＳ５０１に戻り、静止画像データを記憶するための空き領域
がなくなるまで、ステップＳ５０１～Ｓ５０７を繰り返し行う。そして、静止画像データ
を記憶するための空き領域がなくなると、図１１のフローチャートを終了する。
【００９１】
　以上のように、デジタルビデオカメラが画像転送要求コマンドを送信する場合でも、第
２の実施形態と同様に、デジタルビデオカメラとデジタルテレビとの間で、制御コマンド
のハンドシェイクを行って静止画像データを転送して蓄積することができる。
【００９２】
　次に、図１２のフローチャートを参照しながら、静止画像データを転送する際のデジタ
ルビデオカメラにおける処理動作の一例を説明する。
　デジタルビデオカメラと、デジタルテレビとが、ＨＤＭＩケーブル６を介して相互に接
続された後、ユーザが操作部１６、２６を操作してスライドショーの開始を指示すると、
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図１２のフローチャートの動作が開始する。尚、第１及び第２の実施形態と同様に本実施
形態でも、デジタルビデオカメラは、例えば静止画像データを転送するとき以外は、低消
費電力モードになり、バッテリーの消費を抑えることができる。
【００９３】
　まず、デジタルビデオカメラのＨＤＭＩコマンド処理部は、ＣＰＵからの指示に基づい
て、画像転送要求コマンドを生成し、生成した画像転送要求コマンドをデジタルカメラに
送信する（ステップＳ７０１）。このように本実施形態では、ステップＳ７０１の処理に
よってコマンド通信ステップが実現される。
　次に、デジタルビデオカメラのＨＤＭＩコマンド処理部は、画像転送許可コマンドをデ
ジタルテレビから受信するまで待機する（ステップＳ７０２）。尚、前述したように、画
像データを転送する期間以外の期間では、デジタルビデオカメラは、ＨＤＭＩ出力処理部
のうち、少なくともＴＭＤＳに従った処理を行う部分の動作を停止させて、低消費電力モ
ードになっている。このように本実施形態では、ステップＳ７０２の処理によってコマン
ド通信ステップが実現される。
【００９４】
　画像転送許可コマンドをデジタルテレビから受信すると、デジタルビデオカメラのＣＰ
Ｕは、低消費電力モードから通常消費電力モードに動作状態を切り替える（ステップＳ７
０２）。すなわち、デジタルビデオカメラのＣＰＵは、ＨＤＭＩ出力処理部のうち、少な
くともＴＭＤＳに従う処理を行う部分を起動する。このように本実施形態では、ステップ
Ｓ７０１の処理によって動作再開ステップが実現される。
　次に、デジタルビデオカメラのＣＰＵは、ＨＤＭＩ出力処理部の起動と、静止画像デー
タの転送の準備とを終えると、デジタルテレビへ転送する静止画像データを、メモリカー
ド２４又はフレームメモリ２１から読み出す。そして、デジタルビデオカメラのＨＤＭＩ
出力処理部は、ＣＰＵによって読み出された静止画像データを、ＨＤＭＩのフレームフォ
ーマットに入れて、デジタルテレビへ転送する（ステップＳ７０４）。静止画像データは
、後述するステップＳ７０６で画像データ受信完了コマンドがデジタルテレビから受信さ
れるまで順次転送される。このように本実施形態では、ステップＳ７０４の処理によって
画像送信ステップが実現される。
【００９５】
　通常消費電力モードに動作状態が切り替わった後、静止画像データを転送可能になった
ら、デジタルビデオカメラのＨＤＭＩコマンド処理部は、ＣＰＵからの指示に基づいて、
データ有効コマンドを生成する。このデータ有効コマンドは、静止画像データを出力中で
あることをデジタルテレビに通知するためのものである。そして、デジタルビデオカメラ
のＨＤＭＩコマンド処理部は、生成したデータ有効コマンドをデジタルテレビに送信する
。
【００９６】
　次に、デジタルビデオカメラのＨＤＭＩコマンド処理部は、画像データ受信完了コマン
ドをデジタルカメラから受信するまで待機する（ステップＳ７０６）。画像データ受信完
了コマンドをデジタルカメラから受信すると、２デジタルビデオカメラのＣＰＵは、通常
消費電力モードから低消費電力モードに動作状態を切り替える（ステップＳ７０７）。す
なわち、デジタルビデオカメラのＣＰＵは、ＨＤＭＩ出力処理部のうち、少なくともＴＭ
ＤＳに従う処理を行う部分の動作を停止させる。そして、図１２のフローチャートを終了
する。これ以降、デジタルビデオカメラは、デジタルテレビから、次の画像転送要求コマ
ンドが受信されるまで、低消費電力モードを維持する。以上のように本実施形態では、ス
テップＳ７０６の処理によって、コマンド通信ステップ及び判定ステップが実現され、ス
テップＳ７０７の処理によって動作停止ステップが実現される。
【００９７】
　以上のように、デジタルビデオカメラから静止画像データの転送を要求しても、第２の
実施形態と同様に、静止画像データを転送する期間以外の期間で、デジタルビデオカメラ
を低消費電力モードにすることができる。すなわち、デジタルビデオカメラから静止画像
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データの転送を要求しても、第２の実施形態と同様に、バッテリーの消耗を抑えながら、
静止画像データを転送することができる。
　尚、静止画像データを転送する際のデジタルビデオカメラにおける処理動作の一例は、
第２の実施形態と同じであるので詳細な説明を省略する（図９を参照）。
【００９８】
　図１３は、スライドショーを実行する際のデジタルテレビの動作とデジタルビデオカメ
ラの動作の一例を説明する図である。尚、図１３でも図６及び図１０と同様に、上から下
の方向に処理が進むものとし、ＨＤＭＩウェイクアップとは、通常消費電力モードの状態
であることを示し、ＨＤＭＩスリープとは、低消費電力モードの状態であることを示すも
のとする。
【００９９】
　図１３において、まず、デジタルビデオカメラは、画像転送要求コマンドをデジタルテ
レビに送信する。
　デジタルテレビは、画像転送要求コマンドを受信すると、転送許可コマンドをデジタル
ビデオカメラに送信する。
　デジタルテレビから転送許可コマンドを受信すると、デジタルビデオカメラは、低消費
電力モードから通常消費電力モードに動作状態を切り替えて、静止画像データの転送の準
備を行う。具体的にデジタルビデオカメラは、コマンド出力処理部のうち、ＴＭＤＳに従
う処理を行う部分の動作を起動する等の処理を行う。そして、デジタルビデオカメラは、
データ有効コマンドをデジタルテレビに送信する。
【０１００】
　静止画像データの転送の準備ができると、デジタルビデオカメラは、静止画像データ（
例えば１枚分の静止画像データ）をデジタルテレビに転送する。転送する静止画像データ
は、例えば、フレームメモリ２１又はメモリカード２４に記憶されている。この静止画像
データの転送は、デジタルテレビから画像データ受信完了コマンドが受信されるまで順次
行われる。
【０１０１】
　デジタルテレビは、データ有効コマンドを受信した後、静止画像データを受信すると、
その静止画像データをフレームメモリ１１へ記憶する。その後、デジタルテレビは、その
静止画像データを受信したことを示す画像データ受信完了コマンドをデジタルビデオカメ
ラに送信して、静止画像データの転送を止める。デジタルビデオカメラは、画像データ受
信完了コマンドを受信すると、通常消費電力モードから低消費電力モードに動作状態を切
り替えて、ＨＤＭＩ出力処理部のうち、少なくともＴＭＤＳに従う処理を行う部分の動作
を停止する。そして、デジタルビデオカメラは、デジタルテレビから、画像転送要求コマ
ンドが再度送信されるまで、低消費電力モードを維持する。
【０１０２】
　この動作を繰り返し、例えば、フレームメモリＡの記憶容量を超えない範囲で、フレー
ムメモリＡの記憶容量に最も近くなるまで、静止画像データをフレームメモリＡに記憶し
て、静止画像データを蓄積する。その後、フレームメモリＡへの静止画像データの蓄積が
終了すると、デジタルテレビは、フレームメモリＡに記憶した静止画像データを再生して
スライドショーを開始する。
　そして、フレームメモリＢへの静止画像データの蓄積も、フレームメモリＡへの静止画
像データの蓄積と同様にして行う。そして、フレームメモリＡに記憶した静止画像データ
の再生が終了すると、フレームメモリＢに記憶した静止画像データを再生したスライドシ
ョーを実行する。
【０１０３】
　尚、デジタルビデオカメラは、定期的にデジタルビデオカメラに対して画像転送要求コ
マンドをデジタルテレビに送信する。そして、フレームメモリＡ又はＢへの静止画像デー
タの蓄積は、そのフレームメモリＡ又はＢに空きが出来たときに行う。前述したように、
フレームメモリＡ又はＢに空きが出来ている状態とは、静止画像データが蓄積されていな
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い状態か、又は再生済みの静止画像データのみが記憶されている状態をいう。
　以上の動作を続けることにより、デジタルテレビはスライドショーを継続することがで
きる。
【０１０４】
　以上のように本実施形態では、デジタルビデオカメラからデジタルテレビに画像転送要
求コマンドを送信する場合であっても、第２の実施形態と同様に、デジタルビデオカメラ
からデジタルテレビに静止画像データを一枚単位でハンドシェイクをして転送できる。そ
して、このようにして静止画像データを転送する場合にも、デジタルビデオカメラは、転
送許可コマンドに基づく静止画像データの転送動作を行った後は、デジタルテレビから画
像転送要求コマンドを送信するまで、低消費電力モードで動作する。したがって、第１及
び第２の実施形態で説明したのと同様に効果を得ることができる。
【０１０５】
　尚、本実施形態では、デジタルビデオカメラは、データ有効コマンドを送信した後に、
静止画像データの転送を開始するようにしたが、必ずしもこのようにする必要はない。す
なわち、デジタルビデオカメラは、データ有効コマンドと共に静止画像データをデジタル
テレビに転送してもよい。
【０１０６】
　また、本実施形態でも、第２の実施形態と同様に、デジタルテレビのフレームメモリの
記憶容量（サイズ）に基づいて、画像データの蓄積の終了を判定するようにしたが、必ず
しもこのようにする必要はない。例えば、フレームメモリＡ又はＢに記憶されている静止
画像データが、予め設定された一定量になった場合に、静止画像データの蓄積を終了して
もよい。
【０１０７】
（本発明の他の実施形態）
　前述した本発明の実施形態におけるデータ処理装置、画像表示装置、及び画像表示シス
テムを構成する各手段、並びに画像処理方法の各ステップは、コンピュータのＲＡＭやＲ
ＯＭなどに記憶されたプログラムが動作することによって実現できる。このプログラム及
び前記プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体は本発明に含まれる。
【０１０８】
　また、本発明は、例えば、システム、装置、方法、プログラム若しくは記憶媒体等とし
ての実施形態も可能であり、具体的には、複数の機器から構成されるシステムに適用して
もよいし、また、一つの機器からなる装置に適用してもよい。
【０１０９】
　なお、本発明は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム（実施
形態では図３～図５、図７～図９、図１１、図１２に示すフローチャートに対応したプロ
グラム）を、システムあるいは装置に直接、あるいは遠隔から供給する。そして、そのシ
ステムあるいは装置のコンピュータが前記供給されたプログラムコードを読み出して実行
することによっても達成される場合を含む。
【０１１０】
　したがって、本発明の機能処理をコンピュータで実現するために、前記コンピュータに
インストールされるプログラムコード自体も本発明を実現するものである。つまり、本発
明は、本発明の機能処理を実現するためのコンピュータプログラム自体も含まれる。
【０１１１】
　その場合、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタによ
り実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等の形態であってもよい。
【０１１２】
　プログラムを供給するための記録媒体としては、例えば、フロッピー（登録商標）ディ
スク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＭＯ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、
ＣＤ－ＲＷなどがある。また、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ、ＤＶＤ（
ＤＶＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤ－Ｒ）などもある。
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【０１１３】
　その他、プログラムの供給方法としては、クライアントコンピュータのブラウザを用い
てインターネットのホームページに接続する。そして、前記ホームページから本発明のコ
ンピュータプログラムそのもの、若しくは圧縮され自動インストール機能を含むファイル
をハードディスク等の記録媒体にダウンロードすることによっても供給できる。
【０１１４】
　また、本発明のプログラムを構成するプログラムコードを複数のファイルに分割し、そ
れぞれのファイルを異なるホームページからダウンロードすることによっても実現可能で
ある。つまり、本発明の機能処理をコンピュータで実現するためのプログラムファイルを
複数のユーザに対してダウンロードさせるＷＷＷサーバも、本発明に含まれるものである
。
【０１１５】
　また、本発明のプログラムを暗号化してＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に格納してユーザに
配布し、所定の条件をクリアしたユーザに対し、インターネットを介してホームページか
ら暗号化を解く鍵情報をダウンロードさせる。そして、ダウンロードした鍵情報を使用す
ることにより暗号化されたプログラムを実行してコンピュータにインストールさせて実現
することも可能である。
【０１１６】
　また、コンピュータが、読み出したプログラムを実行することによって、前述した実施
形態の機能が実現される。その他、そのプログラムの指示に基づき、コンピュータ上で稼
動しているＯＳなどが、実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によっても前述した
実施形態の機能が実現され得る。
【０１１７】
　さらに、記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれる。そ
の後、そのプログラムの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わる
ＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によっても前述した実施形態の
機能が実現される。
【０１１８】
　なお、前述した各実施形態は、何れも本発明を実施するにあたっての具体化の例を示し
たものに過ぎず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはならないも
のである。すなわち、本発明はその技術思想、又はその主要な特徴から逸脱することなく
、様々な形で実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１１９】
【図１】本発明の第１の実施形態を示し、画像表示システムの構成の一例を示す図である
。
【図２】本発明の第１の実施形態を示し、静止画像データの蓄積動作と再生動作とを行う
際のフレームメモリの様子の一例を概念的に示す図である。
【図３】本発明の第１の実施形態を示し、静止画像データを蓄積する際のデジタルテレビ
における処理動作の一例を説明するフローチャートである。
【図４】本発明の第１の実施形態を示し、静止画像データを再生する（スライドショーを
行う）際のデジタルテレビにおける処理動作の一例を説明するフローチャートである。
【図５】本発明の第１の実施形態を示し、静止画像データを転送する際のデジタルビデオ
カメラにおける処理動作の一例を説明するフローチャートである。
【図６】本発明の第１の実施形態を示し、スライドショーを実行する際のデジタルテレビ
の動作とデジタルビデオカメラの動作の一例を説明する図である。
【図７】本発明の第２の実施形態を示し、静止画像データを蓄積する際のデジタルテレビ
における処理動作の一例を説明するフローチャートである。
【図８】本発明の第２の実施形態を示し、静止画像データを再生する（スライドショーを
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行う）際のデジタルテレビにおける処理動作の一例を説明するフローチャートである。
【図９】本発明の第２の実施形態を示し、静止画像データを転送する際のデジタルビデオ
カメラにおける処理動作の一例を説明するフローチャートである。
【図１０】本発明の第２の実施形態を示し、スライドショーを実行する際のデジタルテレ
ビの動作とデジタルビデオカメラの動作の一例を説明する図である。
【図１１】本発明の第３の実施形態を示し、静止画像データを蓄積する際のデジタルテレ
ビにおける処理動作の一例を説明するフローチャートである。
【図１２】本発明の第３の実施形態を示し、静止画像データを転送する際のデジタルビデ
オカメラにおける処理動作の一例を説明するフローチャートである。
【図１３】本発明の第３の実施形態を示し、スライドショーを実行する際のデジタルテレ
ビの動作とデジタルビデオカメラの動作の一例を説明する図である。
【符号の説明】
【０１２０】
１　デジタルビデオカメラ
２　デジタルテレビ
３　ＣＥＣ部
４　ＤＤＣ部
５　ＴＭＤＳ部
６　ＨＤＭＩケーブル
１０、２０　ＣＰＵ
１１　フレームメモリ
１２　ＨＤＭＩ入力処理部
１３、２３　ＨＤＭＩコマンド処理部
２１　フレームメモリ
２２　ＨＤＭＩ出力処理部
２４　メモリカード
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